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論 文 内 容 の 要 旨
dm および cm 披領域における太陽電波に熟的な安定したB 成分 (base com ponent), ゆるやかに変
化するS成分 (slow ly varying com ponent), およびバース トの 3つの成分が区別されるo このうち S 成
分は太陽自転と同じ周期で変化し, その放射源は太陽黒点の上部にある活動領域であることが判明してい
る｡ M . W aldm eier, ∫. H . Piddington などの光学的, 電波的研究によると, この活動領域は非常に高
い電子温度と濃い密度をもった, いわゆるコロナのコンデンゼーションである｡
近年, 電波観測の進歩により, S成分のスペクトルが得られるようになった｡ 申請者はその解析を行な
って, 活動領域についての定量的な新しいモデルをつくりあげた｡
従来, コロナコンデンゼ- ションの電子温度として, 電波観測の側より600万度乃至 1000万度が要求さ
れてきたのであるが, これは光学的スペクトルからの給異である200万度に較べて非常に高い｡ 申請者は
高温を否定し, コンデンゼーションの温度も普通のコロナの状態および光学スペクトルからの推定と変ら
ないものと考えている｡ その根拠の一つはコンデンゼ- ションの太陽子午線通過時に, 輝度温 度 が 2000




るかを考究している｡ 解析に用いた観測材料は, 次の 2つである｡(1)K コロナメーターを用い, G ･ N ew -
kirk が測定した10万km 以上の高さにおける電子密度, (2)1952年の日食における閃光スペクトルを整理
して求めた R . G A thay, R . N . T hom as の彩層電子密度｡ これらの電子密度を採用し, 電波観測に対
応する遷移層の性質は次の如 くなる｡ コロナの下限は 8000km の高さであり, その温度は急速に高さと




によって説明している｡ 即ち, Q L-case の場合において, 遷移層のあたりで 1000 ガウス (9400 M C , 高
度 6000km ) 乃至150ガウス (3750 M C , 高度 9000km ) の磁場があればよいことが示されている｡
参考論文その 1 は, S 成分の発生機構を非熱性のプロセスとして説明しょうと試みたものであり, その
2 は, 上述のプロセスによって発生するS 成分の寿命を計算したものである｡ その3 は, S 成分の偏波を
取り扱っている｡ ともに主論文の基礎になる研究である｡





とに成功した｡ まず電子温度として, 最も難のない光学観測からの推定値 200万度を採用し, 強い電波強
度をコンデンゼーションの下層にある遷移層に求めた｡ この方針によって遷移層の厚さ, 温度分布を定量
的に求めることに成功している｡
次にS成分の示す偏波を太陽黒点上空の磁場の存在によって説明すると同時に, 電波スペクトルの観測
から黒点の周辺における磁場の強度分布を推算する方法を提示した｡
参考論文 3編はいずれも太陽上層大気と太陽電波に関するものであり, 主論文と共に申請者の豊富な知
見とすぐれた研究能力を示すものである｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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